



















― L’homme n’est qu’un roseau,
le plus faible de la nature; mais c’est un roseau pensant―
Blaise Pascal
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３．再生医療（ regenerative medicine ）
再生医療（ regenerative medicine ）には、幹細胞（ stem cell ）、 ES（胚性幹）
細胞（ embryonic stem cell ）、体性（成体）幹細胞（ adult stem cell ）、胎児由来
細胞、生体組織工学（ tissue engineering ）がある。











受精卵からつくる ES（胚性幹）細胞（ embryonic stem cell ）は全ての種類の
細胞に分化できる細胞である。人の身体の細胞は、死滅と再生を繰り返してい
るが、それを幹細胞（ stem cell ）が助けている。
３．２　ES（胚性幹）細胞（ embryonic stem cell ）



























３．３　体性（成体）幹細胞（ adult stem cel ）












３．４　胎児由来細胞（ embryonic germ cell ）
EG（胎児生殖）細胞（ embryonic germ cell ）は、臍帯血から採取し、体性





３．５　生体組織工学（ tissue engineering ）
































クローン技術には、治療的クローニング（ therapeutic cloning ）、生殖クローン
（ reproductive cloning ）がある。










生殖クローン（ reproductive cloning ）は、 ES（胚性幹）細胞と同様の手順に
よってクローン胚を作り、子宮に戻し、妊娠、出産するとクローン人間が誕生

































































































































































































































































































































































６．尊厳死（ death with dignity ）、安楽死（ euthanasia ）
６．１　尊厳死、安楽死



















































































































































































































































































（13）The Oath of Hippocrates I swear by Apollo the Physician, and Aesculapius, and Health, and All-heal, and all
the gods and goddesses, that, according to my ability and judgment, I will keep this oath and this stipulation-
to reckon him who taught me this art equally dear to me as my parents, to share my substance with him, and
relieve his necessities if required; to look upon his offspring in the same footing as my own brothers, and to
teach them this art, if they shall wish to learn it, without fee or stipulation; and that by precept, lecture, and
every other mode of instruction, I will impart a knowledge of the art to my own sons, and those of my
teachers, and to disciples bound by a stipulation and oath according to the law of medicine, but to none
others.  I will follow that system of regiment which, according to my ability and judgment, I consider for the
benefit of my patients, and abstain from whatever is deleterious and mischievous.  I will give no deadly
medicine to anyone if asked, nor suggest any such counsel ; and in like manner I will not give to a woman a
pessary to produce abortion.  With purity and with holiness I will pass my life and practice my art. I will not
cut persons laboring under the stone, but will leave this to be done by men who are practitioners of this
work.  Into whatever houses I enter, I will go into them for the benefit of the sick, and will abstain from
every voluntary act of mischief and corruption of females or males, of freemen and slaves.  Whatever, in
connection with my professional practice, or not in connection with it, I see or hear, in the life of men, which
ought not to be spoken of abroad, I will not divulge, as reckoning that all such should be kept secret. While I
continue to keep this oath unviolated, may it be granted to me to enjoy life and the practice of the art,

























患者は、充分な説明を受け、インフォームド・コンセント（ informed consent ）
に基づき、医療行為を自ら決定できるか否か、大きな議論を呼んだ。その後の
安楽死・尊厳死の裁判や法律に大きな影響を与えた。カリフォルニア州の自然










































































（23）フランスは、2005年、尊厳死法を制定した。La loi assure la primauté de la personne, interdit toute
atteinte à la dignité de celle-ci et garantit le respect de l’être humain dès le commencement de sa vie.
Chacun a droit au respect de son corps.“Le corps humain est inviolable”.  Le corps humain, ses éléments et


























































（27）1989年統一末期病者権利法（ Uniform Rights of the Terminally Ill Act,1989）は、：統一州法全米会






























































































































































































































（44）オーストラリア北部準州における末期患者の権利法（Rights of the Terminal Ill Act）を適用した男
性がん患者は末期のがんであった。世界で初めて末期患者の死ぬ権利を認めた末期患者の権利法




































（ Rights of the Terminal Ill Act）は、連邦最高裁にオーストラリア医師会などが違憲訴訟を提訴す
るなど争いがある。州政府も刑事訴追を免責されない場合があるとして、医師に対し、実施を見







































































































































































部（ High Court of Justice, Family Division ）は、この措置を認める確認判決を出
し、控訴院も支持した。1993年、貴族院（ House of Lords ）も認めた。
９．尊厳死とは何か
尊厳死を考えることは、個人の生き方を考えることであると思う。
尽きるとき、生の最期を、どの様に迎えるか。
自分の思うように生を完結したいと考える人もいるであろう。人間としての
誇りを持ったまま、最期を迎える。
自然死を望む人もいるであろう。またたとえ意識がなくなっても、遺してい
く家族のために、植物状態になっても生きたいと思う人もあるであろう。
人それぞれの人生観があり、それを尊重するということではないかと思う。
中には自殺を選ぶ人もいるかもしれない。それは様々な環境や置かれている
立場から自らの生命を絶つことを選択しているように思う。生きることが死ぬ
よりも辛いということを耳にするが、それは厳しい状況に置かれていることを
（51）2002年３月６日、高等法院の判事と弁護士が病院の集中治療室（ ICU ）に出張して異例の出張審
査を行った。患者は死なせて欲しいと証言した。これは数キロメートル離れた法廷において、テ
レビ中継した。高等法院は患者の希望を受け入れて、生命維持装置の使用の停止を許す判決を下
した。
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意味するのであって、心から死にたいと思っているかどうか。
人間らしく生きているうちに、しっかりした意識のあるうちに死にたい。身
体が不自由になり、痴呆になった場合には、安楽死を希望すると明確な意思を
表明する人もいるであろう。
しかし今のところ、私は自分で死を選ぶこと、安楽死、尊厳死の条件という
判定基準を示すこと自体、素直には受け入れがたい。自然に死ぬまで精一杯、
生きることが人間、生きとし生けるものであると思う。裁判になり、あるいは、
医学の倫理綱領のように条件を示す。時代がそれを要求しているのかもしれな
いが、他人が決めることではないのではないか。
従って臓器移植における脳死判定にも疑問を持つ。生命をいじることへのお
それは私だけが感じているのだろうか。生殖補助医療における胚の操作、生命
体の不可思議は、人間の知識を遥かに超えていると思っている。
生き方、考え方、感じ方は、生き物の数だけ存在する。それを厳粛に受け止
め、尊重するのが尊厳というものではないだろうか。
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